
成
墓
の
右
に
あ
る
。
定
家
の
父
俊
成
は
法
性
寺
内
で
没

し
た
と
さ
れ
、
東
福
寺
は
法
性
寺
の
境
内
で
あ
る
の
で
、

こ
の
位
置
で
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
こ
の
俊

成
は
五
条

0

0

三
位
入
道
と
い
わ
れ
、
邸
宅
は
五
条
で
あ
る

が
、
今
の
五
条
で
は
な
く
、
松
原
通
が
ほ
ぼ
昔
の
五
条

に
相
当
す
る
。
今
の
烏
丸
松
原
下
ル
に
俊
成
社
が
あ
り
、

俊
成
町
の
名
が
残
っ
て
い
る
。
邸
は
五
条
京
極

0

0

と
の
説

も
あ
る
。
俊
成
は
九
十
一
歳
ま
で
生
き
活
躍
し
、
天
寿

を
全
う
し
た
と
い
え
よ
う
。
因
み
に
子
の
定
家
も
八
十

歳
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
御み

子こ

左ひ
だ
り

家け

の
人
達
は

長
寿
の
家
系
と
い
え
よ
う
。

　

次
に
は
西
、
西
方
極
楽
浄
土
の
地
と
さ
れ
、
隠
遁
の

里
で
あ
る
嵯
峨
野
へ
向
か
お
う
。
小
倉
百
人
一
首
で
名

高
い
小
倉
山
は
二
九
二
メ
ー
ト
ル
、
歌
枕
で
あ
り
、
亀

山
＝
亀
尾
山
＝
小
倉
（
暗
）
山
と
さ
れ
て
い
る
。（
小

倉
）
百
人
一
首
の
も
と

0

0

は
百
人
秀
歌
で
あ
り
、
二
つ
は

少
し
ば
か
り
歌
な
ど
が
異
な
っ
て
い
る
。
百
人
秀
歌
に

は
、
百
人
一
首
の
末
の
二
人
、
後
鳥
羽
院
、
順
徳
院
の

歌
が
な
く
、
源
俊
頼
の
歌
も
異
な
っ
て
い
る
。
今
ま
で

は
百
人
秀
歌
の
ほ
う
が
先
行
す
る
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、

百
人
一
首
の
ほ
う
が
先
だ
と
い
う
説
も
あ
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
小
倉
山

は
「
小
倉
山
峰
の
紅
葉
葉
こ
こ
ろ
あ
ら
ば
今
ひ
と
た
び

の
み
ゆ
き
ま
た
な
ん
」（
百
人
一
首
二
十
六
、
藤
原
忠

平
）
と
歌
わ
れ
、
九
〇
七
年
の
作
で
あ
る
。
オ
グ
ラ
山

は
大
和
に
も
あ
る
の
で
、
間
違
わ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。
そ
し
て
円
山
公
園
で
触
れ
た
西
行
も
、
僧
で
全

国
行
脚
ゆ
え
に
嵯
峨
野
に
も
庵
を
か
ま
え
た
。
向
井
去

を
下
り
た
辺
り
が
祇
園
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
保
元
の
乱

で
敗
れ
、
讃
岐
の
白
峰
に
流
さ
れ
た
崇
徳
天
皇
廟
が
あ

る
。
ま
た
そ
の
崇
徳
院
の
怨
霊
を
な
だ
め
る
た
め
に
つ

く
ら
れ
た
「
怨
霊
し
づ
め
」、
鎮
魂
の
白
峰
神
社

―

飛
鳥
井
家
（
雅
経
な
ど
）
の
邸
宅
跡

―
が
今
出
川
堀

川
東
北
に
あ
る
。
こ
の
天
皇
は
な
か
な
か

0

0

0

0

の
歌
人
で
あ

り
、
百
人
一
首
で
は
、
七
十
七
「
瀬
を
早
み
岩
に
せ
か

る
る
滝
川
の
わ
れ
て
も
す
ゑ
に
あ
は
む
と
ぞ
お
も
ふ
」

の
歌
が
と
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
西
行
の
歌
に
も
院
は
登

場
し
、
さ
ら
に
上
田
秋
成
の
雨
月
物
語
（「
白
峰
」）
に

も
記
述
が
あ
る
。

　

次
に
南
の
東
福
寺
近
く
の
南
明
院
の
南
の
俊
成
の
墓

を
訪
れ
る
こ
と
と
す
る
。
業
仲
禅
師
の
墓
を
中
央
に
し

て
、
大
き
い
ほ
う
が
俊
成
の
墓
、
小
さ
い
ほ
う
が
浄
如

尼
の
墓
と
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
吉
山
明
兆
の
墓
は
俊

　

ま
ず
は
、
烏
丸
今
出
川
東
北
に
あ
る
同
志
社
大
南
、

御
所
北
の
冷
泉
邸
へ
向
か
お
う
。
こ
こ
は
藤
原
俊
成
、

藤
原
定
家
の
国
宝
、
重
要
文
化
財
の
書
、
書
き
物
が
お

び
た
だ
し
く
残
っ
て
い
る
。
定
家
の
後
、
藤
原
為
家
を

経
て
、
二
条
、
京
極
、
冷
泉
と
三
派
に
分
か
れ
た
。
定

家
の
一
条
京
極
第
は
、
今
の
今
出
川
寺
町
、
京
極
小
学

校
の
辺
り
。
さ
ら
に
寺
町
二
条
上
る
所
に
も
、「
此
付

近  

藤
原
定
家
京
極
邸
址
」
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。
他
、

市
内
で
和
歌
に
関
す
る
所
と
い
え
ば
、
新
京
極
の
中
、

四
条
を
上
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
誠じ

ょ
う

心し
ん

院い
ん

（
現
在
は

「
せ
い
し
ん
い
ん
」
と
も
）
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
藤
原
道
長
が
和
泉
式
部
に
与
え
た
一
庵
の
跡
と
さ

れ
て
い
る
。（
さ
ら
に
こ
こ
に
は
俳
人
・
池
西
言
水
の

墓
も
あ
る
。）
ま
た
文
字
通
り
京
都
の
東
北
、
真
如
堂

近
く
に
東
北
院
が
あ
り
、
こ
こ
は
謡
曲
「
東と

う

北ぼ
く

」
に
因

む
文
学
遺
跡
で
あ
る
。
も
と
は
御
所
の
東
、
鴨お

う

沂き

高
校

近
く
に
碑
の
あ
る
法
成
寺
内
の
東
北
に
あ
っ
た
の
で
、

寺
名
と
な
っ
た
。
誠
心
院
に
は　

軒
端
の
梅
“
と
い
っ

て
、
和
泉
式
部
遺
愛
の
梅
が
あ
る
。
ま
た
木
津
に
も
、

木
津
川
が
泉
川
と
呼
ば
れ
て
い
た
ゆ
え
に
、
伝
説
の
歌

人
・
和
泉
式
部
ゆ
か
り
の
和
泉
式
部
墓
も
あ
る
。

　

次
に
東
山
周
辺
を
見
て
み
よ
う
。
有
名
な
円
山
公
園

の
辺
り
は
、
昔
、
真
葛
が
原
と
呼
ば
れ
、
慈
円
の
名
歌

「
わ
が
恋
は
松
を
時
雨
の
そ
め
か
ね
て
真
葛
が
原
に
風

騒
ぐ
な
り
」（
新
古
今
一
〇
三
〇
、
恋
一
）
が
知
ら
れ

て
い
る
。
そ
う
し
て
こ
の
近
く
に
、
西
行
庵
（
芭
蕉
堂

も
）
が
あ
る
。
西
行
は
こ
こ
円
山
公
園
内
の
双
林
寺
や

長
楽
寺
等
の
東
山
に
草
庵
を
結
ん
だ
。
そ
の
円
山
公
園

”
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水
の
音
」
は
、
こ
の
世
界
を
俳
諧
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
北
の
伏
見
で
は
、
深
草
が
特
に
著
名
で
、

俊
成
の
自
讃
歌
で
、
鴨
長
明
の
無
名
抄
に
も
言
及
さ
れ

て
い
る
「
夕
さ
れ
ば
野
辺
の
秋
風
身
に
し
み
て
う
づ
ら

鳴
く
な
り
深
草
の
里
」（
千
載
集
二
五
九
、
秋
）
が
忘

れ
が
た
い
。
こ
の
歌
は
古
今
集
や
伊
勢
物
語
の
、
在
原

業
平
と
深
草
の
女
と
の
贈
答
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
、

こ
の
歌
の
読
解
と
鑑
賞
は
不
可
能
で
あ
る
。
詳
し
く
は

千
載
集
や
こ
の
歌
の
注
釈
に
拠
ら
れ
た
い
が
、
深
草
に

は
鶉う

ず
ら

が
付
き
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
伏
見
の
東
の
山

を
隔
て
た
山
科
に
は
、
小
野
の
地
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え

に
小
野
小
町
の
邸
跡
と
伝
え
る
随
心
院
が
あ
り
、
小
町

ゆ
か
り
の
史
跡
が
多
い
。
小
町
の
史
跡
は
、
和
泉
式
部

同
様
、
全
国
各
地
に
あ
る
。
そ
し
て
花
山
寺
（
元
慶

寺
）
近
く
に
僧
正
遍
昭
墓
が
あ
る
。
遍
昭
は
俗
名
を
良よ

し

峯み
ね
の

宗む
ね

貞さ
だ

と
い
い
、
百
人
一
首
十
二
「
天
つ
風
雲
の
通

路
吹
き
と
ぢ
よ
を
と
め
の
姿
し
ば
し
と
ど
め
む
」
の
歌

で
名
高
い
。

　

さ
ら
に
京
の
西
、
亀
岡
へ
行
く
途
中
に
大
枝
山
が
あ

る
。
百
人
一
首
六
十
「
大
江
山
生
野
の
道
の
遠
け
れ
ば

ま
だ
ふ
み
も
見
ず
天
の
橋
立
」
の
小
式
部
内
侍
の
「
大

江
山
」
も
、
丹
後
の
大
江
山
で
は
な
く
、
こ
こ
大お

お

枝え

で

あ
る
と
い
わ
れ
る
（
島
津
忠
夫
『
百
人
一
首
』）。
が
、

酒
吞
童
子
は
丹
後
の
大
江
山
を
舞
台
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
小
式
部
の
母
は
和
泉
式
部
で
あ
り
、
小

式
部
は
母
に
先
だ
っ
て
夭
折
し
た
。

伝
え
て
い
る
。
因
み
に
百
人
一
首
の
次
歌
、
七
十
一

「
夕
さ
れ
ば
門
田
の
稲
葉
お
と
づ
れ
て
芦
の
ま
ろ
や
に

秋
風
ぞ
吹
く
」（
源
経
信
）
は
、
京
の
西
・
梅
津
の
景

で
あ
る
。
そ
の
大
原
の
西
隣
の
貴
船
は
、
有
名
な
和
泉

式
部
の
名
歌
「
物
思
へ
ば
沢
の
蛍
も
わ
が
身
よ
り
あ
く

が
れ
出
づ
る
魂た
ま

か
と
ぞ
見
る
」
で
知
ら
れ
る
。
貴
船
神

社
は
、
都
の
北
方
で
、
皇
居
の
用
水
と
さ
れ
た
賀
茂
の

水
源
地
に
あ
た
る
た
め
、
水
を
司
る
神
を
祭
神
と
さ
れ

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
水0

ゆ
え
恋
愛
の
神
で
も
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
大
原
は
も
と
普
通
名
詞
で
あ
り
、
奈

良
県
に
も
あ
っ
て
、
万
葉
に
出
て
く
る
。
ま
た
「
大
原

や
小
塩
の
山
…
」
と
歌
わ
れ
る
大
原
は
、
京
都
の
南
西
、

こ
の
大
原
と
正
反
対
の
大
原
野
神
社
の
辺
り
で
あ
る
こ

と
も
言
い
添
え
て
お
く
。
こ
の
大
原
野
神
社
は
藤
原
氏

の
氏
神
で
あ
る
春
日
大
社
を
勧
請
し
た
も
の
で
あ
り
、

境
内
に
は
鹿
の
石
像
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
三
千
院
な
ど

あ
る
、
こ
の
大
原
に
近
接
し
て
比
叡
山
（
延
暦
寺
）
が

控
え
て
お
り
、
こ
の
寺
は
国
家
鎮
護
の
寺
と
し
て
（
国

家
）
権
力
と
結
び
つ
き
、
重
ん
ぜ
ら
れ
た
。
天
台
座
主

（
四
回
）
で
あ
っ
た
慈
円
の
百
人
一
首
九
十
五
「
お
ほ

け
な
く
う
き
世
の
民
に
お
ほ
ふ
か
な
わ
が
立
つ
杣そ

ま

に
墨

染
の
袖
」
は
、
特
に
知
ら
れ
る
。

　

さ
て
京
都
の
南
で
は
、
Ｊ
Ｒ
玉
水
駅
近
く
に
、
六
玉

川
の
一
つ
井
手
の
玉
川
が
流
れ
て
お
り
、「
山
吹
」
や

「
蛙
」
な
ど
で
名
高
い
。
古
今
集
一
二
五
「
か
は
づ
な

く
井
手
の
山
吹
散
り
に
け
り
花
の
さ
か
り
に
逢
は
ま
し

も
の
を
」（
春
下
、
読
人
し
ら
ず
）
は
、
こ
こ
を
歌
っ

た
も
の
で
あ
り
、
芭
蕉
の
「
古
池
や
か
は
づ
と
び
こ
む

来
の
墓
の
隣
に
西
行
の
井
戸
と
称
す
る
も
の
が
あ
る
。

西
行
は
旅
に
生
き
、
松
尾
芭
蕉
は
笈
の
小
文
で
わ
か
る

よ
う
に
、
非
常
に
西
行
を
、
宗
祇
、
雪
舟
、
千
利
休
と

共
に
敬
慕
し
て
い
る
。
そ
の
西
行
は
、
西
か
ら
白
峰
、

高
野
山
、
伊
勢
、
富
士
山
の
見
え
る
東
海
道
、
鎌
倉
、

平
泉
な
ど
を
旅
し
、
そ
の
跡0

を
慕
っ
て
芭
蕉
も
日
本
各

地
を
旅
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
河
内
の
弘

川
寺
で
没
し
た
と
さ
れ
る
が
、
京
郊
外
と
い
う
説
も
あ

る
。
そ
う
し
て
北
嵯
峨
の
大
覚
寺
は
、
よ
く
時
代
劇
の

ロ
ケ
に
出
て
く
る
が
、
光
源
氏
の
モ
デ
ル
の
一
人
で
あ

る
藤
原
公
任
の
百
人
一
首
五
十
五
の
名
歌
「
滝
の
音

（
糸
）
は
絶
え
て
久
し
く
な
り
ぬ
れ
ど
名
こ
そ
流
れ
て

な
ほ
聞
こ
え
け
れ
」
の
名
古
曽
の
滝
で
知
ら
れ
る
。
大

沢
池
の
北
に
あ
る
の
だ
が
、
か
つ
て
訪
れ
た
時
に
は
、

流
れ
が
つ
く
ら
れ
て
い
て
驚
き
で
あ
っ
た
。
歌
で
わ
か

る
よ
う
に
、
流
れ
が
な
い

0

0

は
ず
な
の
で
あ
る
が
…
。
ま

た
源
氏
物
語
に
言
及
さ
れ
る
嵯
峨
清
凉
寺
の
西
に
厭え

ん

離り

庵あ
ん

が
あ
り
、
そ
の
横
に
さ
さ
や
か
な
為
家
墓
も
存
在
す

る
。
こ
の
厭
離
庵
は
、
定
家
小
倉
山
荘
跡
、
さ
ら
に
宇

都
宮
頼
綱
の
山
荘
跡
の
地
で
あ
り
、
庵
内
に
は
二
条
家

古
墓
、
柳
（
硯
）
の
水
、
定
家
塚
な
ど
が
あ
る
。
先
述

の
小
倉
百
人
一
首
の
舞
台
で
あ
る
。
ふ
だ
ん
は
拝
観
謝

絶
で
あ
る
が
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
公
開
も
し
て
い
る
。

　

京
の
東
北
の
大
原
へ
行
こ
う
。
有
名
な
寂じ

ゃ
っ

光こ
う

院い
ん

近

く
に
良り

ょ
う

暹ぜ
ん

法
師
旧
房
跡
が
あ
り
、
そ
の
南
に
芹せ

り
ょ
う生

の

里
邸
が
あ
る
。
著
名
な
良
暹
の
百
人
一
首
七
十
「
さ
び

し
さ
に
宿
を
立
ち
出
で
て
眺
む
れ
ば
い
づ
こ
も
お
な
じ

秋
の
夕
ぐ
れ
」
は
、
こ
の
里
の
秋
景
を
歌
っ
た
も
の
と

歩散
学

文
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